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著者：島田 裕巳（しまだ ひろみ）
1953年（昭和28年）東京生まれ。宗教学者、作家。
76年東京大学文学部宗教学科卒業。同大学大学院人文科学研究科修士課程修了。
84年同博士課程修了（宗教学専攻）。放送教育開発センター助教授、日本女子大学教授、
東京大学先端科学技術研究センター特任研究員を経て、東京女子大学非常勤講師。
著書に『日本人の神道』（ちくま新書）、『宗教対立がわかると「世界史」がかわる』（晶文社）、
『教養としての世界宗教史』（宝島社）、『世界の宗教がざっくりわかる』（新潮新書）、 『宗教消滅』（SB新書）、
『浄土真宗はなぜ日本でいちばん多いのか』（幻冬舎新書）、『戦後日本の宗教史』（筑摩選書）などがある。

近所を散策してみると、必ず神社に出合うことができます。
それほど、日本人にとって神社は身近な存在です。
そして、神社は日本特有のものです。
それなのに日本人は、神社について知らないことが
多すぎるのです。
その理由の１つに、神社には「謎」が多すぎるということが
あります。本書は、そうした神社の様々な「謎」について、
実際に著者が歩いてみた神社を中心に、改めて解説して
みようという試みです。
「謎」というテーマを持って接することで、より神社を
理解することの一助にしていただければ光栄です。

Vol.2 は2025年２月初旬発売予定！

日本人は神社を知らなすぎる。
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